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○石岡市勤労青少年ホーム規則 

平成20年３月27日 

教育委員会規則第７号 

改正 平成21年３月26日教委規則第２号 

石岡市勤労青少年ホーム規則（平成17年石岡市教育委員会規則第38号）の全部を改正する。 

（趣旨） 

第１条 この規則は，石岡市勤労青少年ホーム条例（平成20年石岡市条例第11号。以下「条

例」という。）の施行に関し必要な事項を定めるものとする。 

（使用許可の申請） 

第２条 条例第６条第１項の規定により石岡市勤労青少年ホーム（以下「青少年ホーム」と

いう。）の施設の使用の許可を受けようとする者は，勤労青少年ホーム利用許可申請書（様

式第１号）を教育委員会に提出しなければならない。 

2 前項の申請は，利用の日が属する月の前月１日から行うことができる。 

（使用許可） 

第３条 教育委員会は，青少年ホームの施設の使用を許可したときは，勤労青少年ホーム利

用許可書（様式第２号。以下「許可書」という。）を申請者に交付する。 

（許可事項の変更） 

第４条 前条の規定により許可書の交付を受けた者（以下「使用者」という。）は，当該許

可事項を変更する必要が生じたときは，教育委員会の承認を受けなければならない。 

（使用料の減免） 

第５条 条例第11条の規定により使用料の減免を受けようとする者は，勤労青少年ホーム使

用料減免申請書（様式第３号）を使用期日前までに教育委員会に提出しなければならない。 

2 使用料を減免する場合の減免の額は，次の各号に掲げる区分に応じ，当該各号に掲げる額

とする。 

(1) 市（市の機関を含む。）が主催する行事に使用するとき 免除 

(2) 教育委員会が特に必要があると認めるとき 免除又は使用料金の半額 

（使用料の返還） 

第６条 条例第12条ただし書に規定する使用料の返還額は，次の各号に掲げる区分に応じ，

当該各号に掲げる額とする。 

(1) 使用者の責めに帰することができない事由により使用できなかったとき 全額 

(2) 使用料を納めた者が，使用の取消しを申し出た場合において，教育委員会がやむを得
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ない事由があると認めるとき 半額 

2 前項の規定により使用料の返還を受けようとする者は，勤労青少年ホーム使用料金返還申

請書（様式第４号）に使用料を納付したことを証する領収書及び許可書を添えて，教育委

員会に提出しなければならない。 

（使用者の遵守事項） 

第７条 使用者は，次に掲げる事項を守らなければならない。 

(1) 所定の場所以外において火気を使用しないこと。 

(2) 許可を受けないで物品を展示，販売，配布又はこれらに類する行為をしないこと。 

(3) その他管理上必要な指示に反する行為をしないこと。 

（指定管理者による管理等） 

第８条 条例第15条に規定する指定管理者による管理を行わせる場合におけるこの規則の規

定の適用については，この規則の規定中「使用料」とあるのは「利用料金」と，「教育委

員会」とあるのは「指定管理者」と，「石岡市会計職員」とあるのは「取扱者」とする。 

（その他） 

第９条 この規則に定めるもののほか，必要な事項は，教育委員会が別に定める。 

附 則 

（施行期日） 

1 この規則は，平成20年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

2 この規則の施行の日の前日までに，この規則による改正前の石岡市勤労青少年ホーム規則

（平成17年石岡市教育委員会規則第38号）の規定によりなされた処分，手続その他の行為

は，この規則の相当規定によりなされたものとみなす。 

附 則（平成21年３月26日教委規則第２号） 

この規則は，平成21年４月１日から施行する。 
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様式第１号（第２条関係） 

（平21教委規則２・全改） 

様式第２号（第３条関係） 

（平21教委規則２・全改） 

様式第３号（第５条関係） 

様式第４号（第６条関係） 

 


